





























10月 11月 12月 1月 2月 3月
服薬指導（回数） 138 136 160 154 148 186
混注業務（IVH数） 203 235 278 264 227 272
これからの展望
　今後も、薬剤の購入・払出、在庫の評価・検討を行っていき、適正な薬剤管理を続けて行きたいと思います。
また、薬剤の変更がこの後も続くと思いますがよろしくお願い致します。
　薬剤管理指導業務に関しては、回数の回復・増加を目指しましたが、ほんの微増にしか過ぎず、今後の強化課
題として回復・増加に務めていきたいと思います。
　粉砕による調剤時間の減少を計る目的で速崩錠・口腔内崩壊錠の採用を行ってきましたが、根本的な解決策と
はなっていないため、他の方法（簡易懸濁法）を検討中です。
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